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和歌山県の適応の取組について

令和元年７月３０日（火）

第2回気候変動適応近畿広域協議会

和歌山県 環境生活総務課

１－１ 和歌山県の適応策

2016(H28)

2017(H29)

2018(H30)

2019(R01)

2020(R02)

2021(R03)

2022(R04)

県環境基本計画

〇県長期総合計画及び県環境基本計画で「適応」について記述しているもの
の、気候変動適応法第12条に規定する地域気候変動適応計画については、
現在検討しているところ。

県長期総合計画

※県温対実行計画と統合 国適応計画

H27.11

H30.11

国適応計画

※年度

H28.03
（5年）

H29.04
(10年)
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１－２ 和歌山県の適応策（県長期総合計画）

【現状・課題】
温室効果ガス削減の取組を進めたとしても、この先の地球温暖化は避ける
ことはできない可能性が指摘

【めざす方向】
温室効果ガス削減の取組を進めたとしても避けられない気候変動による影
響に備えた取組を推進

【実施する主な施策】
増加が予想される熱中症や感染症等の健康被害対策、農作物の生育状況の
変化に対応した品種改良、勢いを増す集中豪雨や台風、高潮等の自然災害
への対策などに取り組む

※適応に係る部分を抜粋等

和歌山県長期総合計画（平成29年度～）

１－３(１) 和歌山県の適応策（県環境基本計画）

和歌山県環境基本計画（平成28年度～）

※和歌山県地球温暖化対策実行計画と統合
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（参考）和歌山県の平均気温の将来予測

※和歌山地方気象台HPより引用

１－３(２) 和歌山県の適応策（県環境基本計画）

適応策
（現状と課題）
〇今日までの地球温暖化対策は、温室効果ガスの排出を少なくするための取
組を推進。しかしながら、IPCCの報告書でもこの先の地球温暖化は避ける
ことはできない可能性が指摘。

〇このような中、国においても、地球温暖化の影響を低減するため、国の
「適 応計画」が閣議決定（H27.11）。

〇本県でも、地球温暖化への適応計画について検討を進める必要。
（取組）
○農作物への影響の調査を実施して、品種改良の研究を進めます。
○病害虫の発生状況や被害状況の変化等を調査し、適時適切な防除のための
情報発信を行います。

○熱中症等の健康被害に対する対応の検討を進めます。
○「蚊媒介感染症に関する特定感染症予防指針」に基づき、デング熱等蚊媒
介感染症の予防啓発や発生動向の把握に努めます。

○集中豪雨等に備え、災害対策を進めます。 ※適応に係る部分を抜粋等

和歌山県環境基本計画（平成28年度～）

※和歌山県地球温暖化対策実行計画と統合
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２－１ 適応の取組例 （適応/啓発①）

情報誌による普及啓発
わおん通信（和歌山県地球温暖化対策情報誌）
年４回発行
配布先：地球温暖化対策防止活動推進員、小中学校、

関西エコオフィス宣言事業所、各種NPO団体 など

２－２ 適応の取組例 （適応/啓発②）

〇県政に係る約200テーマを用意し、住民等からの申
し込みにより県職員を派遣。

〇「待ったなし！地球温暖化対策」として、近年は
「適応」の観点からも普及啓発を実施。

「出張!県政おはなし講座」による啓発

※子供を対象とした発表例
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２－３ 適応の取組例 （暑熱対策/啓発①）

和歌山グリーンカーテン事業

〇地球温暖化対策の一層の推進を図るため、県内の小
学校から参加校を募集し、ゴーヤ苗等栽培用具一式
を配布してグリーンカーテンづくりを実施。

２－４ 適応の取組例 （暑熱対策/啓発②）

〇県PRキャラクター「きいちゃん」による暑熱対策ア
ピール。

打ち水を例に暑熱対策の啓発
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Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

全国
92,700t

和歌山県におけるウメ生産

作況調査（果樹）より
（農林水産省，2016）

平成28年度都道府県別ウメ生産量

和歌山県品種別栽培面積
特産果樹生産動態等調査より

（農林水産省，2014）

２－５ 適応の取組例 （農業/梅の品種改良）

ウメに発生する病害

【ウメ黒星病】

高温・多湿条件下で発生しやすく、多発時に
は防除の困難な重要病害

主要品種「南高」は黒星病に弱く、
近年発生が増加傾向

「南高」果実に発生
した黒星病

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

カビ（糸状菌）の一種を病原とし、果実や枝に
黒い斑点を生じる病害

黒星病菌（分生子）

商品価値を大きく損なう
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地球温暖化による黒星病発生リスク（影響評価）

温度・濡れ時間と発病度との関係から年間感染回数を計算して作成

（現農研機構果樹茶業研究部門との共同研究）

リスク小 リスク中 リスク大

ほとんどの地域で
リスク大

年間感染回数…
リスク小：7回未満、リスク中：7～9回、リスク大：10回以上

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

黒星病に強い品種育成が求められる

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

交配 播種 苗木育成 結実 品質調査 選抜 品種登録

１年 ３～５年 ３～５年

交雑によるウメの新品種育成

・交配から品種登録まで、10年以上の期間が必要
・気候変動適応のためには、事前の戦略的な取組が重要
（将来のニーズ予測、ニーズ創出）
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Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

交雑によるウメの新品種育成

交配する親品種の選定

例）黒星病抵抗性の品種間差

果実への接種試験による黒星病発病度（87品種・系統）

‘地蔵梅’

‘南高’

黒星病に強い品種×商品価値の高い品種

子供（F1）で期待
される範囲

このあたりを狙う

黒星病抵抗性品種の育成経過

H11 「南高」♀ × 「地蔵梅」♂ を交配

H12 交雑個体63個体を獲得
H14 DNAマーカーにより、自家和合性個体

23個体を選抜

南高 地蔵梅

（自家和合性、黒星病にはやや強い）

南高 地蔵 剣先 NZ4 NZ91 NK39

Sf
※自家和合性：自分の花粉で結実できる
性質（授粉樹が不要）

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

H27.12.11 「星高」として品種登録出願

H28.  6.23 品種登録出願公表

Sf…自家和合性を示す遺伝子
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「星高」の特性

果実への接種による黒星病の発病度

・黒星病の発病程度

「星高」は黒星病抵抗性
に優れる

星高 南高

注）発病度＝Σ（指数×程度別発病果数）
×100/（6×調査果数）

指数 0：病斑なし、1：病斑が1～3個、
2：病斑が4～8個、4：病斑が9～20個、
6：病斑が21個以上

4月中下旬に黒星病菌懸濁液を果実に噴霧、
48時間湿室条件を保ち、約1か月後に発病度
を調査

0

50

100

H23 H24 H25

発
病
度

星高

南高

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

「星高」の特性

・地球温暖化による黒星病発生リスク

「星高」は気候変動による
黒星病多発リスクが小さい

→将来的にも安定生産可能

星高
（現在）

リスク小 リスク中 リスク大

星高
（現在+1℃）

南高に比べて
リスクは小さい

年間感染回数…
リスク小：7回未満、リスク中：7～9回、
リスク大：10回以上

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.
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「星高」の特性

・開花結実特性

自然交配での着果率

自家結実率（％）

「星高」は自家和合性で結実安定
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H25 H26 H25 H26

星高 南高

着
果
率
（
％
）

品種名 H25 H26
「星高」 46.6 50.0
「南高」 0.0 0.0

注）開花前に花芽に袋がけを行い、第1次生理落果
終了後に着果率を調査

※第一次生理落果終了後に調査

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

「星高」の特性

・果実特性

「星高」の果実重は「南高」より小さく、ヤニ果の発生は少ない

※図中の白線は2cmを示す

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.

「星高」 「南高」
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減農薬栽培の可能性

通常4回の薬剤散布回数を0～3回に減らして、黒星病の発病度を調査

薬剤散布回数と黒星病の発病度

「星高」は少ない散布回数でも
十分な防除効果

減農薬・低コスト栽培に
おける有望品種

Japanese Apricot Lab. Wakayama Pref.
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